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1 はじめに
本研究では，コミュニケーションを行う 2人のユー

ザ間に関して，一方向にユーザの行動を通知すること

で，情報を受け取ったユーザによるコミュニケーション

を支援する．非対面状態であるユーザに対してコミュ

ニケーションをとろうとした際，相手の負担にならな

い状況でメッセージを送ることが望ましい．しかし，目

の前にいない相手に対して状況の推論をすることは難

しく，相手への気兼ねからメッセージを送ることを躊

躇してしまい，コミュニケーションの機会を損失して

しまうことがある．そういった機会損失を減らすこと，

またはコミュニケーションの機会を増やすことを目的

とする．ぬいぐるみをスマート化することで，アンビ

エントな情報収集を行うためのシステムを実装した．

情報収集に対して，ユーザにシステムの存在を意識さ

せないようにすることで，無意識な行動までを対象に

含めた．本システムによる情報通知を得て，コミュニ

ケーションへのきっかけが生まれることが期待できる．

2 コミュニケーション支援
本研究では，ぬいぐるみに対して行われたユーザの

行動を提示することで，提示情報を受け取ったユーザ

に相手ユーザの状況を推論させ，自らコミュニケーショ

ンをとるきっかけになることを狙った．相手の状況を

考慮してコミュニケーションに足踏みしているような

ユーザに対するアプローチとして，「相手も同じ気持ち

でいること」など，相手側もコミュニケーションに対し

て前向きであることを示すことを狙った．しかし，実

際に心情を読み取り，通知することは難しい．そこで，

相手の行動に関する情報を与えることで，相手の状況
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を推論するための判断材料，ならびに相手について考

える機会を設けるための情報をアンビエントに取得す

ることを目指した．

アンビエントな情報収集を行い，その情報を提示す

る先行研究として，沖ら [1]のイルゴールがあげられる．

家庭内活動状態を人感センサから取得し，オルゴール

を模したインタフェースからそれらの活動に対する象

徴的な音を再生した．イルゴールを用いることで，過

去の家庭内行動をふりかえったり，遠くに住む家族の

1日に思いをはせたりすることができる．ここで，家

庭内活動状態を音によって提示することに関して，沖

らはプライバシー問題を考慮し，実際の音声を録音し

て再生することは避けた．結果として，象徴的な音だ

けであっても，被験者らは十分に家庭内活動状態を想

起することが可能であった．複数のセンサを設置して

行うアンビエントな情報収集は，センサの種類や数が

多ければより十分な情報が獲得できる．しかし，複数

のセンサの設置にはコストがかかり，センサの設置に

よりユーザにシステムの存在を意識させてしまう．

本研究では，目的とするような情報をアンビエント

に収集するために，ぬいぐるみを用いることとした．主

にぬいぐるみは娯楽用の玩具であり，日常生活に必要

不可欠なものではない．したがって，ぬいぐるみを介し

て手に入れられる情報は，外出や入浴，睡眠など日常

生活におけるプライバシーな部分を含むことが，生活

必需品と比較して少ないことが期待される．また，ぬい

ぐるみに対する行動は，一般的な家電製品と比較して，

感情的な側面が多く含まれることが期待される．よっ

て，ぬいぐるみに対して行われた動作に対して，家具

や家電に対する動作よりも，ユーザの感情が想起でき

る見込みがある．

本研究では，ぬいぐるみをアンビエントな情報収集

のためのデバイスとするために，ぬいぐるみ中にスマー

トフォンを埋め込むこととした．アンビエントな情報

収集のためには，利用者のぬいぐるみを利用すること

が望ましい．ぬいぐるみをスマート化するためのデバ
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図 1: ぬいぐるみのスマート化

イスとして，各種センサが標準的に装備されているこ

とが想定されるスマートフォンを用いることとした．

3 ぬいぐるみのスマート化
3.1 システム構成

本研究の提案システムを図 1に示す．本システムは

動作分析とその結果を配信するサーバと対象者宅に設

置するスマート化したぬいぐるみからなる．ぬいぐる

みにセンサを搭載することで，ぬいぐるみの動きを感

知し，分析する．本研究では，「静止状態」「被抱擁状

態」「被投擲状態」を検出し，ユーザに提示する．ま

ず，ぬいぐるみに加速度センサ，圧力センサを仕込む．

本研究では，スマートフォンに内蔵されているセンサ

を利用した．重力加速度センサ，加速度センサ，気圧

センサを利用して，ぬいぐるみにかかる動作を特定す

る．対象が行うぬいぐるみに対しての動作は，センシ

ングデータをまとめ，分析することで得る．ぬいぐる

みから得られたデータは定期的にサーバへと自動で送

信され，分析結果によってラベリングされる．得られ

たぬいぐるみに対する行動分類は，1日に 1度の頻度

でユーザに対して送信される．情報送信の手法につい

ては，メール，LINE＠1アカウントからの通知に対し

て検討した．

3.2 実装

本システムは，ぬいぐるみをインタフェースとして，

センサをぬいぐるみの内部に配置することでスマート

化を行う．センサには，Androidスマートフォン内蔵

センサを利用した．加速度センサ，重力加速度センサ，

気圧センサを用いる．Androidアプリケーションから，

1http://at.line.me/jp/

センシングデータの取得を行う．実用の際には，スマー

トフォンを密閉可能な袋容器に封入し，ぬいぐるみの

中心部に配置する．取得したセンシングデータは，加

速度から静止状態を，気圧から加圧状態を判定する．セ

ンシングデータは 20Hzで取得した．加速度のセンシ

ングデータにおけるある時刻のデータを，過去 10サン

プルの移動平均と比較し，その差の絶対値が閾値以下

であった場合，その時刻においてぬいぐるみは静止状

態であると判定する [2]．同様の方法で，気圧センシン

グデータからぬいぐるみにかかる圧力の変動を検知し，

加圧状態であると判定する．静止状態，加圧状態はそ

れぞれ日時，算出に利用した差と共に記録される．

本システムは，サーバ内でAndroidアプリケーショ

ンによって得られた分析結果をもとに，ぬいぐるみの静

止状態，被抱擁状態，被投擲状態を分析する．Node.js

サーバとHeroku2を用いて実装を行った．被抱擁状態，

被投擲状態が検出された場合は，サーバ内のデータベー

スに日時と共に保存される．

通知方法は，メール通知，LINE@アカウントによる

LINE3への通知の 2種類を実装した．それぞれ，普段

利用しているツールに合わせて通知方法を選択し，通

知を得てからスムーズに対人コミュニケーションに移

ることを狙いとした．

4 おわりに
本稿では，ぬいぐるみをスマート化することにより

対象者のぬいぐるみに対する行動判別を行い，その結

果を通知することで，コミュニケーションの支援を狙っ

た．通知手法について，通知文面は，行動分類結果を

そのまま送ること，ぬいぐるみにキャラクタ性をもた

せた文面で行動分類結果を送るなど，さまざまな方法

が考えられる．ユーザのふるまいや，思考性に合わせ

たシステムの設置方法や通知方法を模索していきたい．
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